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アルフォンシーナ・ストルニ『愛の詩集』の再評価
駒井　睦子
要旨
　アルゼンチンの女性詩人アルフォンシーナ・ストルニは、生涯に合計 8 冊の詩
集を出版したが、そのなかで散文詩集は 1926 年刊行の『愛の詩集』ただ 1 冊だ
けである。この詩集は出版当時、ブエノスアイレスのある文芸誌に掲載された書
評では称賛されたが、その他の批評ではほぼ無視された。それだけではなくスト
ルニに関する先行研究においても、この散文詩集を扱ったものはほとんどない。
本論文は、『愛の詩集』がなぜこのように評価されてこなかったかを検討し、そ
の再評価を試みるものである。
　本稿はまず、『愛の詩集』が被ってきた低評価の理由について、詩集の特徴と
周囲の文壇の状況に着目して考察する。ストルニの散文詩は全て恋愛詩である
ことや、詩にタイトルがないこと、同一性が高いことなどの特徴があるが、そ
れ自体が個々の詩の評価を妨げたのではないかと考えられる。
　また、1922 年にはブエノスアイレスで前衛詩人オリベリオ・ヒロンドの散文
詩集が出版され、高い評価を受けた。彼の作品を分析すると、当時のアルゼン
チンでは前衛文学運動が盛んだったことが分かる。ストルニの散文詩集は、当
時の前衛文学運動とは全く異なる独特のものであった。このことも彼女の散文
詩集があまり評価されなかった一因であるだろう。
　しかしストルニの創作期間を俯瞰すると、『愛の詩集』は、彼女の作品が大き
く変化した過渡期のものであることが分かる。おそらくストルニは、この詩集
に自分の恋愛詩の一つの完成を見たのではないだろうか。だからこそ、その後
新たな創作へと向かったのだと考えられる。事実、ストルニはこの詩集を自分
で気に入っていたとインタビューで語っている。
　作品を分析すると、そこには想像力を駆使した、肉体よりも精神的な愛を重視
する独創的な恋愛世界が描かれている。ストルニの『愛の詩集』は、彼女の創
作史上重要なターニングポイントの作品であるだけでなく、豊かな想像力によっ
て生み出された幻想的な詩が、今日再評価されるべき詩集なのである。
Revaluación de Poemas de amor de Alfonsina Storni
Mutsuko KOMAI
Resumen
　　El libro de poesía titulado Poemas de amor que se publicó en 1926 es el único 
de poemas en prosa de la poeta argentina Alfonsina Storni, mientras que esta autora 
publicó un total de 8 libros de poemas durante su periodo de creación poética. Aunque 
este poemario recibió un comentario favorable en una revista literaria contemporánea 
de Buenos Aires, no solamente los demás críticos lo ignoraron, sino que también 
han sido pocos los estudios posteriores que lo han estudiado. En este trabajo, se ha 
estudiado la razón por la cual este libro ha venido recibiendo una menor estimación y 
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luego se ha tratado de revaluar Poemas de amor.
　　Primero se ha analizado la causa de la escasa estima que recibió este libro, 
tomando en consideración las características del propio libro y el entorno del campo 
literario argentino de la época. En el libro se destaca el hecho de que el tema que 
tratan todos los poemas es único: el amor. También llama la atención el hecho de que 
ninguna de las poesías tiene título, sino solamente un número romano, lo que nos 
transmite la sensación de que todos los poemas son similares.
　　Por otro lado, en Buenos Aires, en 1922, se había publicado un libro de poesía 
en prosa escrito por el poeta vanguardista Oliverio Girondo, Veinte poemas para ser 
leídos en el tranvía, que tuvo cierta estimación. Analizando los poemas en prosa de 
Girondo, se percibe que en aquel momento la corriente literaria que se dirigía hacia 
la poesía vanguardista era muy activa, sin embargo, Storni no la compartía en su 
poemario en prosa. Se ha supuesto que por estas razones su libro en prosa no recibió 
gran estimación ni tampoco ha sido objeto de estudio hasta hoy.
　　Sin embargo se ha visto que dentro del panorama de la creación poética 
storniana, Poemas de amor ocupaba un momento de transición, porque surgiría un 
cambio muy importante en sus poemas inmediatamente después de haber publicado 
el libro de poesía en prosa. Se ha pensado que Storni sentía que había alcanzado la 
culminación en sus poemas amorosos con su único poemario en prosa, de hecho, en 
una entrevista la poeta misma aclaró que el libro que le gustaba más era el de 1926.
　　Analizando sus poemas escritos en forma de prosa, se nota que en las obras 
aparece expresado un mundo original del amor, que se centra más en lo espiritual que 
en lo carnal. Como consecuencia este poemario debe de ser revaluado, no solamente 
porque el libro fue un poemario escrito en un momento importante en que sus obras 
experimentaban un gran cambio dentro de la evolución de su creación, sino también 
porque sus obras tienen una destacada originalidad y muestran una asombrosa 
imaginación fantástica.　
1．はじめに
1.1．本論文について 1
　アルゼンチンの女性詩人アルフォンシーナ・ストルニ（Alfonsina Storni：1892-1938）は、
1916 年に最初の詩集『バラの木の不安』La inquietud del rosal を出版して以来、1938 年に
亡くなるまで合計 8 冊の詩集を世に出した。詩集以外でも新聞や雑誌に詩を発表し、さら
にコラムや戯曲、短編小説を執筆するなど精力的に文筆活動を行った。
　ストルニの詩の創作時期は、先行研究において前期・中期・後期の 3 つに区分されている 2。
1  本稿におけるストルニの詩に関しては全て 1999 年出版の『全集』の第 1 巻 Obras Poesía, 2009(a)
から採られ、直後の括弧内に当該頁のみを示すこととする。また日本語訳は全て拙訳である。
2  研究者によっては前期・後期の 2 つに分類していることがあるが、筆者は 1925 年と 1926 年を一
つの重要な時代とみなし、3 つに分ける立場をとる。
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前期は最初の詩集を出版した 1916 年から 1920 年の 4 冊目の詩集の出版までを、中期は 5
冊目と 6 冊目の詩集が出された 1925 年と 1926 年を指す。そして後期は 7 冊目の詩集が出
版された 1934年から、詩人が亡くなる1938年までとされている 3。前期・中期の詩において、
作中の語り手「私」は女性と特定されることが多く（駒井 2012：178）、その「私」が感
じる愛・苦悩・喜びが作品の重要なテーマだったと指摘されている（Oviedo 2001: 254）。
中でも恋愛について書かれた作品が多いが、それだけではなく伝統的家父長制度に基づい
た男性優位主義的な社会の在り方に、女性の語り手が異を唱える作品もこれらの時期に書
かれた。このような詩は後に〈フェミニズム詩〉として評価された。
　最初の詩集から 5 冊目の詩集（『黄土』Ocre：1925 年出版）までのストルニの作品のほ
とんどは、スペイン語詩の伝統的形式に従った韻文で書かれている。その彼女が初めて出
した散文詩集が、1926 年に刊行された『愛の詩集』Poemas de amor である。ストルニの
唯一の散文詩集 4 である『愛の詩集』は、これまでの研究ではほとんど評価されることが
なかった。
　本稿の目的は、正当に評価されてこなかったこの『愛の詩集』を再評価することであ
る。まず『愛の詩集』がなぜこれまで過小評価されてきたのかについて、詩集の特徴およ
び周囲の文壇の状況に着目しつつ検討する。その際、同時代の詩人オリベリオ・ヒロンド
（Oliverio Girondo：1891-1967）の散文詩集を比較のために取り上げたい。次に『愛の詩集』
がストルニの詩の創作プロセスにおいて重要なターニングポイントの作品集であることを
確認し、作品を分析しながらそのオリジナリティについて考察を試みる。
1.2. 『愛の詩集』とは
1.2.1. 『愛の詩集』はどのような本か
　詩集のタイトルによって分かるように、収録された計 67 篇の作品は全て恋愛をテーマ
にしている。巻頭の序文には次のように書かれている。
これらの詩は、恋愛の状態についての素朴な文章で、ずっと以前にわずかな日数で
書いたものだ。
これほどささやかな本は、文学作品ではないし、そうあることを目ざしてもいない。
せいぜい人の目から流れる多くの涙のうちの一粒であろうとするくらいだ（605）。
3 筆者は、1927 年以後に詩集ではない場で発表された作品に既に前・中期と異なる創作の方向性を
見出し、これ以後を後期と考えている。このことについては稿を改めて論じたい。
4  ストルニは詩集ではない場で散文詩を幾つか発表しているが、散文詩集はこの 1 冊のみである。
5  “Estos poemas son simples frases de estados de amor escritos en pocos días hace ya algún tiempo. No es pues 
tan pequeño volumen obra literaria ni lo pretende. Apenas si se atreve a ser una de las tantas lágrimas caídas 
de los ojos humanos.”
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　詩人によると、収録された作品はあまり練られたものではなく、「わずかな日数で書いた」
ようである。「素朴な文章」という詩人の言葉通り平易な言葉で書かれており、作中の語りの
調子にはあたかも実際の会話のような親しみやすさが感じられる。作品は短いものが多い 6。
　計 67 篇の散文詩の内、「私」が女性と特定される作品 7 は 25 篇である。これ以外、つ
まり「私」の性別が特定されない作品の中で、恋人が男性であることが明らかになってい
るものが 18 篇ある。ストルニの恋愛詩には同性愛は扱われていないので、恋人が男性で
あることから詩中の「私」を女性とみなすことは可能であろう。結果として詩中の主体が
女性とみなされる作品は合計 43 篇となり、詩集全体の 6 割以上を占めている。このよう
に作品の多くは、女性の「私」が恋人の「あなた」に頓呼法で呼びかける、あるいは恋人
である「彼」に想いを寄せる一人語りをするというスタイルをとっている。
　個々の作品にはタイトルが付されず、冒頭にローマ数字で I から LXVII の番号が振られ
ているだけである。古典詩の時代とは異なり、この時代は詩にタイトルがあることが一般
的になっていた。ストルニのこれまでの作品にも全てタイトルが付けられているので、こ
のような番号の付し方は彼女の作品の中でも特異なものだと言える。これらが『愛の詩集』
の特徴である。
1.2.2.『愛の詩集』へのこれまでの評価
　出版の翌年 1927 年に、アルゼンチンの有名な文芸誌『ノソートロス』8 Nosotros に、『愛
の詩集』の書評 9 が掲載された。しかしその後の研究史を紐解くと、この散文詩集はスト
ルニの全詩集を扱った研究の一部として取り上げられる程度の扱いしか受けて来なかっ
た。『愛の詩集』のみを取り上げた論文は管見の限り、ゲスラー・ティティエフ（Geasler 
Titiev）の「アルフォンシーナ・ストルニの『愛の詩集』：服従する女性、解放された詩人」
“Alfonsina Storni’s Poemas de amor: Submissive woman, liberated poet”（1980 年）だけである。
しかしこの論文は、ゲスラー・ティティエフがストルニの 8 冊の詩集を分析した博士論文
『アルフォンシーナ・ストルニの詩に対する批評的アプローチ』A Critical Approach to the 
Poetry of Alfonsina Storni（1972 年）の第 6 章を抜粋し、加筆修正したものを別の論文とし
て発表したものである 10。
6 最も短い詩は 2 行で構成され、最も長い 11 行と 10 行の 2 篇を除くとほとんどの詩が 3 行から 5
行で構成されている。合計 67 篇の平均詩行は 5.8 行である。
7 「私」にかかる形容詞の性別などで判断した。
8 1907 年創刊のアルゼンチンでは重要な文芸誌。ストルニが最初に出した詩集の書評を掲載した。
9 内容については後述する。
10 ストルニ作品の全体の一部として『愛の詩集』を扱っているのはソニア・ジョーンズ（Sonia 
Jones）とアリシア・サロモネ（Alicia Salomone）である。逆に他の詩集を分析していながらこの
詩集を無視しているのはラケル・フィリップス（Rachel Phillips）とルクレシオ・ペレス・ブラン
コ（Lucrecio Pérez Blanco）である。このことからも、『愛の詩集』に向けられる研究者の関心の
低さがわかるであろう。
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　そのゲスラー・ティティエフ自身は「批評家は大抵この本を無視する。この詩集が作
者の作品一覧にいつも載せられているとは限らないし、『全詩集』にも含まれていないか
らである 11」と述べ、研究対象として関心が払われていないことを示している（Geasler 
Titiev 1980: 279）。
　事実、ラモン・J・ロッヘロ・イ・シア（Ramón J. Roggero y Cía）編でラテンアメリカ出
版（Sociedad Editora Latinoamericana：以下 SELA と略す）から 1968 年に出版された『全詩集』
Poesías completas には、7 冊の韻文詩集と詩集以外の場で発表された韻文詩が収録されて
いるが、『愛の詩集』およびその他の散文詩は収録されていないのである。この『全詩集』
は、1999 年にデルフィナ・ムスキエッティ 12（Delfina Muschietti）が編纂した、2 巻から
なるストルニ全集 13（Obras Poesía および Obras Narraciones, periodismo, ensayo, teatro, Tomo 
II）が出版されるまで、多くの研究者によって底本として扱われていた。1999 年以後は、
より多くの作品を収録したムスキエッティ版を参照する研究者が増えたが、それでもなお
SELA 版を底本とする研究者が存在する。SELA 版がなぜ散文詩を収録していないのかと
いう理由は明らかではないが、この版が現在でも底本とされている理由の一つには、スト
ルニの散文詩が研究対象とされてこなかったことがあるだろう。なぜ『愛の詩集』はこの
ように軽んじられたのだろうか。
2． なぜ『愛の詩集』は評価されなかったのか
　ここでは、『愛の詩集』がこれまで批評家によって軽視されてきた理由について、詩集
の内部（内的事情）と外部（外的事情）の 2 つに分類し、考察を試みる。
2.1.　内的事情：67 篇の恋愛詩
　本論文 1.2.1. において述べた『愛の詩集』の特徴について確認すると、67 篇の全ての作
品が、散文という同一の形式で書かれていること、テーマが同じ恋愛詩であること、詩集
内の作品の 65％近くが女性と特定される「私」の一人称の語りであること、全体的に易
しい語が用いられていて、比較的短い作品であること、そしてタイトルの代わりにローマ
数字で番号が振られていることなどが挙げられる。『愛の詩集』には統一感があることが
わかるだろう。
11 “Critics always ignore this book; it does not always appear in lists of her “complete” poetry.”
12 ムスキエッティはストルニの他に、オリベリオ・ヒロンドやアレハンドラ・ピサルニク（Alejandra 
Pizarnik）といったアルゼンチンの近代詩人を研究している研究者であり、詩人でもある。
13 2 巻からなるこの全集は、アルゼンチンの出版社ロサーダ（Losada）から 1999 年に刊行された。
第 1 巻には散文詩集を含むストルニの 8 冊の詩集と、新聞や雑誌に発表されたが詩集には含まれ
なかった詩作品が収められている。
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ストルニの作品集の中で、1 冊の詩集にこれほどテーマや形式上の同一性があるものはほ
かに存在しない。このように際立った個性を持つ詩集について、『ノソートロス』はどの
ような書評を掲載したのだろうか。
　これが、アルフォンシーナの小さな本の価値である。これらのページは、愛の詩と
いうよりも彼女自身が言うように「恋愛の状態についての文章」という方がふさわし
い。実際のところ、詩はたった一つである。それは、1 時間ごとに、1 分ごとに、あ
らゆる側面、あらゆる色合いにおいて感じられ、観察された愛の詩だ。詩を書く仕事
を離れて自身の内面の現実に注意を向けた詩人は、恋する看護婦のように、愛の苦し
みと甘く絶望した苦しみに打ちのめされた自身の分身の枕元で脈を測り、体温をグラ
フに書きながら付き添ったのだ。（中略）要するに、壊れやすい外見ながら、これは、
誠実で強く、奥の深い本である 14（López Palmero 1927:105）。
　『ノソートロス』誌はそれまでの彼女の作品に対して、常に好意的な書評や批評を掲載
してきた。この書評においても評価の姿勢は変わることなく、最後には「誠実で強く、奥
の深い本」と称賛の言葉で締めくくっている。だが本稿においては「実際のところ、詩はたっ
た一つである」というくだりに着目したい。評者は、「詩はたった一つ」という表現によっ
て、詩集全体を一つの作品とみなしているのである。タイトルがなく数字のみが振られて
いる個々の詩は、断章のようにとらえられているのだろう。
　つまり『愛の詩集』の作品は、一つ一つが独立しているのではなく、全部が一篇の長い
作品を構成していると読まれているのである。各作品に現れる愛は、観察された愛の状態
であり、詩人は看護婦のように愛に付き添い、その状態を記録しているということだ。こ
のように詩集全体に見いだされる統一性は、裏を返せば個別の作品に際立った特徴が見出
しにくいと言うことでもあるだろう。すなわち『愛の詩集』の特徴そのものが、評価を阻
む一因となったということは十分にありうるのだ。
2.2. 外的事情：ヒロンドの散文詩に読む同時代の文学状況
　ここで当時のアルゼンチンの文壇にも目を向けて、ストルニの散文詩の評価について
14 “He aquí el valor del diminuto libro de Alfonsina. Mejor que poemas de amor son estas páginas frases 
de estados de amor, como ella misma lo dice. El poema en realidad es uno solo; es el del amor sentido y 
observado hora por hora, minuto por minuto, en todos sus aspectos, en todos sus matices. Alerta a su realidad 
interior, al margen de su labor poética, la poetisa, como una amante enfermera, se ha colocado a la cabecera de 
su alter ego postrado por la dolencia amorosa, por la dulce y desesperada dolencia, contando sus pulsaciones, 
haciendo la gráfica de su temperatura. […] En suma: en su aspecto de cosa frágil, un libro sincero, fuerte y 
profundo.” 
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更に検討してみたい。少し前からブエノスアイレスでは、前衛文学運動が活発になって
いた。アルゼンチンの前衛文学運動ウルトライスモはホルヘ・ルイス・ボルヘス（Jorge 
Luis Borges）によってもたらされたと言われているが 15、この時期の散文詩を考える際に
アルゼンチンの前衛文学に最も影響を与えた一人であるオリベリオ・ヒロンド 16 が 1922
年に出版した最初の詩集を取り上げないわけにはいかないだろう。『路面電車の中で読ま
れるための 20 の詩』Veinte poemas para ser leídos en el tranvía と名付けられたこの本が散文
詩集だからである。ヨーロッパとブエノスアイレスを何度も往復し、双方の文学興隆に寄
与した、まさにコスモポリタンを体現した人物であるヒロンドは、ボルヘスと同時期にス
ペインに滞在し、彼より一足先に帰国している。そのため、新しい詩の形式と精神をアル
ゼンチンに先にもたらしたのはヒロンドであると指摘する研究者もいる 17（Sola González 
1963: 86）。ヒロンドはヨーロッパ訪問の際フランスのシュルレアリスム運動を知り、中で
もジュール・シュペルヴィエル（Jules Supervielle）と親交を結んだ。ボルヘスが後年、前
衛運動から身を引き伝統的な詩作に傾倒していったのに対し、ヒロンドは生涯にわたり前
衛を追及し、文字通り 20 世紀のアルゼンチン文学の前衛運動を牽引し続けたのである。
　アルゼンチンの前衛文学を代表する文芸誌の一つに『マルティン・フィエロ』Martín 
Fierro 誌 18 があるが、1995 年に出版されたファクシミリ版の序文において、ヒロンドの
散文詩集の出版が 20 世紀の新しいアルゼンチン文学の誕生に寄与したと指摘されてい
る（Salas 1995: VIII）。確かにこの詩集は、アルゼンチンがモデルニスモから脱却し新た
な文学を目指したしるしとなるものと言えるであろう。本稿ではここから「通りの素描」
«Apunte callejero»（Girondo 2002: 63）と『マルティン・フィエロ』誌にも掲載された 19「夜
想曲」«Nocturno»（RMF: 13; Girondo 2002: 59-60）の 2 篇を分析する。
　まずは、「通りの素描」の第 1 連目を引用する。
15 1921 年にボルヘスは『ノソートロス』誌にウルトライスモに関する論説を寄稿した（Borges 
1921: 466-471；坂田 2010：116）。
16 1891 年ブエノスアイレスの富裕層に属する家庭に生まれ、9 歳の時に両親とともに訪れたパリ万
博以来、本文に記載したように欧州とブエノスアイレスを行き来した。詩人で後に散文に転じる
ノラ・ランへ（Norah Lange）と長い交際の末に結婚し、2 人の家は芸術家たちの集まる場となった。
ストルニもその常連の一人だった。
17 “Pero es Oliverio Girondo quien regresa primero a Buenos Aires, donde fecha varios poemas de su libro en 
agosto de 1920. [...] En 1920 es Girondo quien trae las formas y el espíritu de una poesía nueva, que todavía 
no encuentra eco en el país.” 
18 以後『マルティン・フィエロ』誌からの引用に関しては RMF と略記。
19 （RMF2 号：1924 年 3 月 20 号に掲載）
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　喫茶店のテラスに一組の灰色の家族がいる。
やぶにらみの胸がテーブルの上に微笑みを探しながら通り過ぎる。
自動車の騒音が木々の葉を色あせさせる。六階では
誰かが窓をいっぱいに開き、十字架に
かけられる。
　　En la terraza de un café hay una familia gris. Pasan unos
senos bizcos buscando una sonrisa sobre las mesas. El ruido
de los automóviles destiñe las hojas de los árboles. En un 
quinto piso, alguien se crucifica al abrir de par en par una
ventana.
　テラスのある喫茶店、自動車、木々、高い建物などによって、近代都市の光景が描写さ
れている。「陰気な」という意味も併せ持つ形容詞「gris」（灰色の）と 3 行目の「木々の
葉を色あせさせる」が示すように、都会は暗い色調だ。「胸が通り過ぎる」、「騒音が色あ
せさせる」、「窓を開くとき、十字架にかけられる」などの大胆な語句の組み合わせの隠喩
は新鮮で、時には読者をはっとさせる。しかし、この連において、語り手の視点は一箇所
にとどまることなくただ通り過ぎていくため、驚いた私たちはその場に取り残されたよう
な、肩透かしを食らったような気分にとどめ置かれる。次の第 2 連では、語り手は次々と
目に飛び込んでくる都会の景色に食傷気味になるのだが、最後の第 3 連では衝撃的な出来
事が起きる。
　私はキオスクや、街灯や、通行人らをどこにしまっておこうかと考える、
それらは瞳から私の中に入ってくるのだ。私は自分があまりにいっぱいに
なってしまって、爆発するのではと恐れる …… 邪魔なものをどれか
歩道の上に捨ててしまう必要があるのだろう ……
　街角にさしかかると、私の影は私から離れ、
突然、路面電車の車輪の間に身を投じる。
　　Pienso en dónde guardaré los quioscos, los faroles, los tran-
seúntes, que se me entran por las pupilas. Me siento tan lleno
que tengo miedo de estallar… Necesitaría dejar algún lastre
sobre la vereda…
51
清泉女子大学紀要　第 65号　2018 年 1 月
　　Al llegar a una esquina, mi sombra se separa de mí, y de
pronto, se arroja entre las ruedas de un tranvía.
　角を曲がったため自分の影が視界から消失したに過ぎない小さな出来事が、ヒロンドの
筆によって影が路面電車へ飛び込むという驚くべき事態に変化する。このように日常の風
景描写のようでありながら、極端な比喩によってまるで現実から断絶したかのような時間
や場が生み出されるのである。語り手は決して驚きの感情を示すことなく、その淡々とし
たさりげない口調が、作品全体にかえってユーモアを感じさせる。最終連では、影がまる
で飛び込み自殺をするかのような衝撃を残し、そこで詩は終わってしまう。
　このように驚きに満ちたヒロンドの詩世界の例を、もう 1 篇「夜想曲」に探ってみよう
と思う。5 連からなる散文詩の第 1 連では、名詞句が列挙されていることに注目したい。
　窓に額をもたせ掛けた時のガラスの冷たさ。
消える時に私たちをより一層孤独にさせる夜明かしをした
明かり。屋根の上に鉄条網が編む蜘蛛の巣。
理由もなく私たちの心を動かす、通り過ぎるやせ馬の虚ろな駆け足。
 
　　Frescor de los vidrios al apoyar la frente en la ventana.
Luces trasnochadas que al apagarse nos dejan todavía más
solos. Telaraña que los alambres tejen sobre las azoteas. Trote
hueco de los jamelgos que pasan y nos emocionan sin razón.
　顔に触れるガラスの冷たさ、一晩中灯されて明け方に消される都会の電灯、屋根の上の
鉄条網、そして外を走る馬の足音が、述部を持たずに並んでいる。この列挙は情景描写と
考えられるが、夜に孤独を感じ、馬の足音に心を動かされる語り手のつぶやきのようでも
ある。4、5 連を読むとき、その語り手の心のやさしさに触れることができる。
　時に人は電気のスイッチを入れるときに、
影が感じる驚きに思いをはせることがある、そして私たちは部屋の隅で
影が身を縮める時間をとるために、前もって知らせてあげたいと思う。
時に平屋根の上での電柱の交差に
不吉な何かがあり、人は壁に身をこすりつけたいと思う、
一匹の猫あるいは盗人のように。
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　私たちが誰かに背中をさすってもらいたいと思うような
夜、そして眠っている何かを撫でることに匹敵する
やさしさはないと突如として理解されるそんな夜。
（略）
A veces se piensa, al dar vuelta la llave de la electricidad, 
en el espanto que sentirán las sombras, y quisiéramos avisar-
les para que tuvieran tiempo de acurrucarse en los rincones. 
Y a veces las cruces de los postes telefónicos, sobre las azoteas, 
tienen algo de siniestro y uno quisiera rozarse a las paredes, 
como un gato o como un ladrón. 
Noches en las que desearíamos que nos pasaran la mano 
por el lomo, y en las que súbitamente se comprende que no 
hay ternura comparable a la de acariciar algo que duerme.
　　 [...]
　夜の情景描写が続くのだが、電気をつけると消えていく影を擬人化しながら、「影が感
じる驚きに思いをはせる」や、「私たちは部屋の隅で／影が身を縮める時間をとるために、
前もって知らせてあげたい」などの詩行に、影に対して心配りをする語り手が見出される。
語り手のやさしさは、続く連で「そして眠っている何かを撫でることに匹敵する／やさし
さ」と、より強調される。影が身を縮める様子は、実際に電気をつけたときの室内を思わ
せるが、同時に、身を縮めて逃げて行く影の姿が、ユーモラスにとらえられている。いず
れの詩においても、視覚的な描写に想像上のイメージが混ざり合い、自由な空間が創造さ
れるだけでなく、語句の意外な組み合わせによる新鮮な驚きも生まれている。対象になっ
ているのは日常的でありふれた情景だが、ヒロンドの用いる比喩やイメージの力によって、
そこにやさしさやユーモア、驚きや衝撃、時には暴力性、更に本稿では紙幅の都合上扱う
ことはできないが、皮肉やカリカチュアやグロテスクささえも生じることがある。
　ヒロンドのこのような散文詩が、ブエノスアイレスの前衛文学の幕を開けた一方で、ス
トルニの散文詩の多くはすでに述べたように、女性の「私」を主体にした恋愛詩である。
同じ散文詩であっても、ヒロンドの作品がより斬新に感じられることは明らかだ。前衛文
学が活況を呈した時代において、ストルニの散文詩が『ノソートロス』では好意的な書評
を得たものの、その後あまり取り上げられることがなかった理由もわかるだろう。
　しかしストルニの散文詩には、彼女の創作プロセス上の重要な意味があった。次にその
ことについて述べる。
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3．ストルニの詩作における散文詩の意義
　ストルニの創作の初期から 5 冊目の詩集の出版（1925 年）まで、詩のほとんどはスペ
イン語詩の伝統に従った形式で書かれていたことはすでに述べた。中でも詩人はソネット
形式を特に好んだようで、5 冊目の詩集『黄土』収録の 58 篇の内 45 篇をソネットが占め
ている 20。アルゼンチンでは前衛運動が盛んになった 1921 年以降の数年間に、多くの詩
人たちが伝統的な形式を離れ、自由形式の詩を書いていた。ストルニはこの流れにすぐに
は同調せず、彼女が自由形式を作品に積極的に取り入れはじめたのは、この散文詩集『愛
の詩集』の出版以降である。1927 年からは、散文詩より頻繁に改行し、各詩行の長さが
不均一な自由詩を主に書き始めた。だが全ての作品を自由形式にしたのではなく、伝統的
形式の詩も同時に発表している。多くの研究者がストルニの詩作の後期の始まりとみなし
ている 1934 年刊行の 7 冊目の詩集『七つの井戸の世界』Mundo de siete pozos 21 でも同様に、
自由形式とソネット形式の詩が共に収録されている。
　本節では彼女が伝統的形式と自由形式をどのように扱ったのかについて考察してみた
い。1927 年以後に書かれた「月」«Luna»（533-534: 1927 年）、「到着」«Llegada»（536-537: 
1927 年）、「路面電車」«Un tranvía»（538: 1927 年）、「霧」«Niebla»（538-539: 1927 年）、「象
徴」«Símbolo»（540-541: 1927 年）、「雲と帆」«Nubes y velas»（542-543: 1928 年）、「やさしさ」
«Ternura»（535-536: 1927 年）、「秋」«Otoño»（544: 1928 年）の 8 篇は、いずれもストルニ
が初めて取り組んだ自由形式の作品である。新しい手法で書かれたこれらの詩では、語り
手「私」の出現頻度は低くなると同時に、女性と特定されなくなる。その代わりに都会の
風景が多く描写され、その中には、多少の修正を施されたのち『七つの井戸の世界』に収
められたものもある 22。1925 年以前、彼女の詩作の前・中期の作品では詩中における女性
の「私」の内面と感情表現が主な主題であった。しかしこれらの自由詩においては、作中
人物の感情はその人自身の口から直接的に語られるのではなく、風景描写、特に都会の景
色に託されるようになる。
　一方、1927 年と 1928 年に書かれたソネットを分析してみると、「拒絶」«Rechazo»（541: 
1927 年）においては女性の「私」が詩の中心人物であり心情を吐露しているが、恋人「あ
なた」をきっぱりと拒絶する。同じ年に書かれたソネット「パンパ」«Pampa»（532: 1927 年）
は、女性の「私」が投げ捨てられ、残忍な鷲の群れに苦しめられる暗い絶望に満ちた作品
で、外敵から攻撃された語り手が、苦しんでいる心のうちを語る。このように自由詩が書
20	 また、後期に彼女は伝統的な形式から距離を置くようになるのだが、それでもソネット形式だけ
は採用し続けた。
21	 この詩集でストルニがどのような新たな創作を試みたのかについては、拙稿（駒井 2013）で論じた。
22	 1927 年の「象徴」«Símbolo»（540）は、数か所の修正を加えられた後、『七つの井戸の世界』に「予
言」（370）«Vaticinio»	と改題、収録されている。
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かれた 1927 年以降においても、女性である「私」が主体となる作品 23 は以前のように伝
統的な形式で書かれているのだ。このことから、ストルニが「私」の心情を表す従来のテー
マを伝統的形式で、外的世界を重視して描く新しい作品を自由形式で書き始めたことがわ
かる。外的世界、特に都会という新たな主題を描くのに、詩人は新しい形式を選んだので
ある。いずれの形式においても「私」の心は暗く、喜びを失い、周りの世界に疲れている
ばかりかその世界に襲われているような感じさえ持つ。
　ストルニは 1927 年頃から以前とは大きく異なる自由詩を書くようになり、同時に伝統
的な形式の詩においても「私」の愛の喜びをうたうような恋愛詩から遠ざかっていった
のだ。そして 1934 年刊行の次の詩集では、自由形式は圧倒的に多数を占め、女性の「私」
の告白調の作品は全く書かれなくなる。恋愛詩も姿を消し、彼女の作品は形式だけではな
く内容においても大きく変化する。つまり、この散文詩集を最後に、ストルニは恋愛とい
うテーマを捨て去り、新しい主題と共に自由詩を書くことになるのである。このようにス
トルニの作品の変化を時系列に追っていくと、『愛の詩集』はその創作が変化した重要な
時期のものであることがわかるだろう。
　それでは、最後にその散文詩を実際に取り上げ、分析してみよう。
4．幻想的な作品集『愛の詩集』
　この詩集はセクションに分かれておらず、ローマ数字を振られた全 67 の作品が番号順
に並んでいる 24。恋愛の状態は片想い、両想い、あるいはその境界が曖昧であるもの、失
恋などさまざまだが、それらが順番に並んでいるわけではない。以下に作品を幾つか取り
上げる。最初に扱うのは「VII」（609）である。
23 この他、同時期に書かれた定型詩「夢見る」«Soñar»（542: 1927 年）、「嘆き」«Unaqueja»（545: 1928 年）
も同様に「私」が自身について物語っている詩である。
24 1999 年に Ediciones Hiperión, S.L. 社から出版された『愛の詩集』は、重版を重ね現在でもアマゾ
ンなどのインターネット書店で入手可能な版である。この版では詩集は 4 つのセクションに分
かれており、それぞれに小見出しがついている。しかし本論文で底本にした『全集』および、
2008 年にストルニの遺族の監修のもと出版された『愛の詩集とその他の愛の詩』Poemas de amor 
y otros poemas de amor（『愛の詩集』とそれ以外の恋愛詩を収録した詩集）の中の『愛の詩集』67
篇はセクションに分かれていない。ゲスラー・ティティエフによると、この区分けは、1956 年
にブエノスアイレスの Ediciones Meridión 社の版には存在したが、1926 年出版のエディションに
も詩人が存命中の他の版にも存在しなかったとのことである。ゲスラー・ティティエフはいつか
ら誰によってこの区分けがなされたのか確認できないためその研究では考慮しないと述べている
（Geasler Titiev 1980: 292）。筆者は初版本を確認することはできなかったが、ゲスラー・ティティ
エフの判断を取り入れ、区分けはないものとして扱う。（なお 2017 年 6 月 30 日清泉女子大学人
文科学研究所主催で行われた第 1 回懇話会において、この詩集について 4 つのセクションに分か
れていると述べたことをここで訂正する）。
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　あなたと別れる度、わたしは自分の目の中にあなたの最後の視線の
輝きをとどめ置く。
　そして、私は走って閉じこもり、明かりを消し、あらゆる
音を遠ざけ、何事も私から、あなたの視線と、その無限の優しさと、その清らかな臆
病さと、その繊細な悦びでできた天上の物質を、
奪えないようにする。
　一晩中、私はバラ色の指先で、あなたを見たこの両目を
やさしく撫でる。
　　Cada vez que te dejo retengo en mis ojos el resplandor de tu
última mirada. 
　　Y, entonces, corro a encerrarme, apago las luces, evito todo 
ruido para que nada me robe un átomo de la substancia etérea de 
tu mirada, su infinita dulzura, su límpida timidez, su fino arro- 
bamiento. 
　　Toda la noche, con la yema rosada de los dedos, acaricio los 
ojos que te miraron.
　この散文詩集について批評している数少ない研究者のゲスラー・ティティエフは、作中
人物の多くが控えめで、詩集全体に肉体への欲望が希薄であり、またそれまでの作品に比
べて語り口が素朴で装飾的ではないと述べている（Geasler Titiev 1980: 279-282）。ゲスラ ・ー
ティティエフの言う通り、これらの散文詩には官能的な表現がほとんどなく、その代わり
に精神的な愛が強調されている。とりわけ見ることによって愛を満たす傾向が見られるが、
その見る行為の中にもエロティックな欲望は言及されない。引用した「VII」でも、見る
行為が口づけよりも好まれている。次に取り上げる「IX」（609）においては、「私」は視
覚と聴覚によって恋人の存在を確かめることを重視し、恋心を充足させる。
　あなたを深く愛しているけれど、口づけはしたくない。
　あなたを近くで見ること、あなたの手が動くときに描く曲線を
追うこと、あなたの目の透明さの中でまどろむこと、あなたの声を聴くこと、あなた
の歩く姿を見ること、あなたの言葉を拾い上げることで私には十分なのだ。
　Te amo profundamente y no quiero besarte. 
　Me basta con verte cerca, perseguir las curvas que al mover-
se trazan tus manos, adormecerme en las transparencias de tus 
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ojos, escuchar tu voz, verte caminar, recoger tus frases.
　「口づけ」よりもむしろ「あなた」の存在を見たり聞いたりする感覚によって愛を感じ
たいと語り手は言う。様々な恋人の動作を対象にしながら、最も重要視されているのが、
それらを「私」が感じ取ることである。さらに次の作品においては、感覚の中でも視覚に
より重きが置かれるようになるのだが、目で見た恋人の姿はそののち記憶へと変化する。
自分が見た「あなた」の姿、その記憶は愛のしるしとなって「私」の中にとどまる。外界
に存在していた恋人は記憶に変わり、自分の中に存在するものとなる。そのような「私」
が見る対象は、他の男性たちの顔を見つめながらも、実は記憶の中の恋人の姿なのである。
この時、恋人の視覚的イメージは、現実のものから幻影へと変わる。
「XXI」（612）
　他の男たちの顔を見るとき私は彼らの視線を受け止める、
なぜなら、しばらくすると、彼らの目はぼやけていき、その奥底で、とても
ゆっくりと、あなたのやさしく、穏やかな、深い目が浮かび上がり姿を
みせ始めるから。
　　Cuando miro el rostro de otros hombres sostengo su mira-
da, porque, al cabo de un momento, sus ojos se esfuman y en el 
fondo de aquéllos, muy lentamente, comienzan a dibujarse y apa-
recer los tuyos, dulces, calmos, profundos.
　またある時には、事物の中に恋人の姿を思い描き、恋人の考えを読み取ろうと試みる。
そのような場合にも、視覚でとらえた像は現実から遠ざかり、恋人についての完全な想像
に過ぎなくなる。『愛の詩集』には幻想的な要素が多く、時としてそれは妄想的である。
ただし官能性は極力排除された、プラトニックな愛の妄想である。
「XLI」（617）
　あなたをあらゆる物の中に見ると、全てがあなたの思いを示唆する。
　私が目を上げると隣家の屋根の上に川からの水を貯める
タンクが見えた。
　ひょっとしてあなたは昨日川岸にいて、あなたが目にしたしずくがあの槽に上げら
れているかもしれないと私は思う。
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　　Te veo en cada cosa, todo me sugiere tu pensamiento. 
　　He levantado los ojos y sobre el techo de la casa vecina vis-
to el tanque que guarda el agua corriente venida del río. 
　　Pienso que acaso estuviste ayer a su orilla y las gotas que tus 
ojos miraron hayan subido a aquel depósito.
　「私」の愛は、恋人の実在する姿よりも、自分の想像の中の存在に向けられる。語り手は、
幻想の中に相手を思い描き、愛を注ぐのだ。ストルニの詩におけるこのような幻想的な傾
向は、これ以前の作品にも見ることができるのだが、1926 年に発表されたこの詩集では、
恋する女性が幻想の力を借りて恋心を満たそうとする、新たな傾向の詩が書かれていたこ
とがわかる。詩集の最後に収められている「LXVII」（625）は、この本の中で最も幻想的
であり、強い印象を与える作品なので最後に取り上げておきたい。
　あなたは戻らないだろう。私の存在全てがあなたを呼んでいるけれど、あなたは戻
らないだろう。もしあなたが戻ってきたとしても、あなたを呼んでいる私の存在全て
は、あなたを追い払うことだろう。
　私たちが遠く離れている今、私はあなたという死すべき存在から、あなたの目で見、
あなたの手で愛撫するけれど、あなたには属さない空気のような幻影を取り出す。そ
れは私のもの、完全に私のもの。私はその幻影と一緒に私の部屋に閉じこもる、そし
て誰も、私にさえ聞こえないとき、誰も、私にさえ見えないとき、誰も、私さえ知ら
ないとき、私は幻影を両腕に抱き、振り子の昔ながらのやり方で、長く、重々しく、
荘重に、虚空を揺する……
　　No volverás. Todo mi ser te llama, pero no volverás. Si vol-
vieras, todo mi ser que te llama, te rechazaría. 
　　De tu ser mortal extraigo, ahora, ya distantes, el fantasma 
aeriforme que mira con tus ojos y acaricia con tus manos, pero 
que no te pertenece. Es mío, totalmente mío. Me encierro con él 
en mi cuarto y cuando nadie, ni yo misma, oye, y cuando nadie, 
ni yo misma, ve, y cuando nadie, ni yo misma, lo sabe, tomo el 
fantasma entre mis brazos y con el antiguo modo de péndulo, lar-
go, grave y solemne, mezo el vacío...
　現実には実らない愛、別れた恋人に対する想いをうたいながら、この語り手は、万が一
彼が戻ってきたとしても追い払おうと決めている。この語り手が、ただ一つその心を満た
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すことができるのは、「あなた」の幻影を自分のものとすることである。彼の目や手を持
ちながら、生身の彼ではない幻影ならば、誰にも知られずに自分の部屋で抱きしめ、完全
にわがものにできるからである。去って行った恋人に対する未練や悲しみが、幻影に執着
する「私」の中に読み取れる。だが、その語り手は、幻影は本当の恋人ではないという事実、
その虚しさを十分自覚している。誰もいない部屋に閉じこもった「私」が幻影を腕に抱い
ているそのとき、「私」が腕に抱いているのは「虚空」だからである。詩集の最後の作品には、
恋人を想像の世界で単に手に入れたいという語り手の願望だけではなく、それが実は幻影
に違いないことを十分に意識している、自分を冷静に見つめている「私」のまなざしが存
在しているのである。
5．おわりに
　本稿は、これまで先行研究であまり認められてこなかったアルフォンシーナ・ストルニ
の散文詩集の再評価を試みた。まずこの詩集がなぜ批評家から軽んじられてきたのかにつ
いて、詩集の内外の状況に目を向けて考察した。個別の作品が一見似たような主題を扱っ
ているように見えることや、タイトルが番号になっていることなどが原因として挙げられ
た。それだけではなく、アルゼンチンの当時の文学状況が、前衛文学をより評価する傾向
にあったことも考慮する必要がある。オリベリオ・ヒロンドの散文詩と比較するとストル
ニの散文詩には前衛的な斬新さは見られず、それが『愛の詩集』が評価されなかった要因
の一つであると考えられるだろう。
　しかし『愛の詩集』は、彼女の詩作の変化をクロノロジカルに追った中で重要な時期に
あたる作品である。ストルニは散文詩集を最後に、従来のような恋愛詩を書かなくなって
いくのだが、それは『愛の詩集』に自分の恋愛詩の一つの完成形を見たからではないだ
ろうか。後年彼女はこの詩集を一番気に入っている、と 1931 年に雑誌『エル・オガール』
El Hogar のインタビューで語っている（Storni 1999(b): 1109）し、ある記事で自身の他の
詩集について欠点を書いた時も、『愛の詩集』の欠点は簡潔さだけだと記すのみであった
（Storni 1930）。彼女の中で、この本に特別な思い入れがあったことは間違いない。事実、
この恋愛詩集の出版後の 1927 年以後、ストルニの作品は、テーマごとに自由形式と伝統
的形式の 2 つの方向へと分かれていくのである。
　作品を実際に分析すると、特に視覚を重視した愛の世界が描かれていることがわかる。
恋人の視覚的なイメージに向けた語り手の愛情は、やがてイメージから幻想に向かうこと
になる。『愛の詩集』の独創性は、「私」の愛が見ている相手の姿からやがて自身の記憶へ、
そして幻影にと変化するところにあると言ってよいだろう。特に最後の「LXVII」には、
失われた愛を幻想で埋めようとする自分自身だけでなく、その虚しさを自覚し冷静に見る
「私」のまなざしすら感じられ、ストルニの恋愛詩の中でも特に際立つ作品である。これ
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まで批評家からほぼ無視されてきた『愛の詩集』は、このような幻想性に着目すると、再
評価されるにふさわしい作品集 25 なのである。
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